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東京理科大学工学部Ⅰ・Ⅱ部建築学科築理会事務局

平成 22年度築理会総会・懇親会のご案内
工学部建築学科卒ＯＢの皆様におかれましては

ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。さ
て、今年も「築理会総会・懇親会」を開催いたし
ます。本年度も「築理会をきっかけに仲間の輪を
広げ母校の発展に寄与しよう」をテーマに下記要
領にて開催いたします。昨年同様是非多数の皆様
にご参加いただき、旧交を温めていただきたくご
案内申し上げます。

記
１．日時　　平成 22 年 5 月 22 日（土）
　　　総　会：  午後 2:30 〜午後 2:55
　　　講演会：  午後 3:00 〜午後 3:50
　　　懇親会：  午後 4:00 〜午後 6:00
　　　築理会会費納入の有無にかかわらずどなたでも

　参加できます。
２．会場　神楽坂校舎　東京都新宿区神楽坂１−３
　　　総会、講演会　１号館 17 Ｆ講堂　
　　　懇親会　　　　６号館１Ｆ談話室
３．会費　　一人￥4,000
４．催物概要
　・講演会「フィンランド　光の空間」
　　　　　〜教会建築を中心に、レイヴィスカ、
　　　　　　　　　　　アールトの光の空間を紹介〜
　　九州産業大学工学部住居・インテリア設計学科　

　　教授　小泉隆先生（1989 年理大建築学科卒）
　・築理会員著作による本の紹介と販売等
　　　希望の方はご連絡ください
５．参加申込
　　出席の方は下記宛に「氏名・卒年連絡先を」5 月

10 日までにメールまたは FAX にてご連絡ください。
　　築理会会長　石神一郎
　　E-mail: godhopping@yahoo.co.jp
　　FAX: 03-3400-1164

寄付ありがとうございます
年に 2 回春秋に築理会報 a.b.c を発行するなど

築理会は会費と寄付で運営されております。21 年
度の寄付金は 13 万 500 円集まりました。ここに
21 年度寄付をされた下記の 24 名の会員に紙面を
かりて感謝申し上げます。集まった寄付金は築理
会賞や「りぼん」発行の支援等に有効に活用させ
ていただきます。（22 年度に寄付をされる方は送
付された振込用紙でお願いいたします。）
築理会　寄付名簿 (2010/03/18 現在，敬称略 )	
　部	 期	 　年	 ご芳名
　Ⅰ	 1	 1966	 野々村 俊夫
　Ⅰ	 1	 1966	 松尾 稜威
　Ⅰ	 1	 1966	 三松 一宇
　Ⅰ	 2	 1967	 鴻巣 良三
　Ⅰ	 2	 1967	 小山 一郎
　Ⅰ	 3	 1968	 河野 茂麿
　Ⅰ	 4	 1969	 谷口 二郎
　Ⅰ	 5	 1970	 青木 宏之
　Ⅰ	 5	 1970	 石神 一郎
　Ⅰ	 5	 1970	 岩城 知宙
　Ⅰ	 5	 1970	 野村 哲三
　Ⅰ	 6	 1971	 服部 明人
　Ⅰ	 6	 1971	 福原 憲男
　Ⅰ	 8	 1973	 三輪 富成
　Ⅰ	 9	 1974	 中田 喜夫
　Ⅰ	 12	 1977	 鹿間 義弘
　Ⅰ	 14	 1979	 佐野 吉彦
　Ⅰ	 15	 1980	 廣谷 純弘
　Ⅰ	 17	 1982	 若林 弘之
　Ⅰ	 18	 1983	 金丸 幸弘
　Ⅰ	 22	 1987	 高尾 宜之
　Ⅱ	 16	 1995	 三上 英子
　Ⅱ	 24	 2003	 津島 健二
　Ⅰ	 41	 2006	 坂巻 直哉
　		  総計	 130,500

宇野先生の挨拶

稲葉信子先生の文化遺産保存の講演昨年の築理会　築理会員の賑やかな談笑
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Special Report ／築理会賞審査会

　２作品が最後まで互角の戦い

↑
●一次投票の結果
　　　　 タイトル／氏名
審査員

2.中央線パラドクス
／伊藤孝仁

4.凹凸に暮らす／太
田翔

6.displaced roof／
菊原啓二

7.ひらいた、「奥」
／佐々木潤一

11.都内の小学生に通
学路を／村松秀美

12.Sealed －多国籍
な市場－／隈太一

石橋利彦（1970年卒） ○ ○
佐野吉彦（79年卒） ○ ○
真鍋喜嗣（82年卒） ○ ○
上條美枝（85年卒） ○ ○
佐藤勉（90年卒） ○ ○
川辺直哉（94年卒） ○ ○
木内俊彦（97年卒） ○ ○
※投票で票が入った作品のみ示した

●二次投票の結果

タイトル 6.displaced roof 11.都内の小学生に通
学路を

投票数 3 4

学時間には、子どもたちがスロープを上下するシーン
が銀座の街なかで望めるという趣向だ。

このほか票が投じられたのは 4 作品。伊藤孝仁君に
よる「中央線パラドクス」は、JR 中央線の沿線から
40 の要素を抽出して集めた作品。太田翔君の「凹凸に
暮らす」は、ユニットになった住戸のボリュームを積
み重ねて集合住宅をつくろうという考え。佐々木潤一
君の「ひらいた、『奥』」は、銀座の奥まったエリアに
着目した。隈太一君の「Sealed －多国籍な市場－」は、
4 本の柱の組み合わせで 4 パターンつくり、壁なしで
市場の空間の性格を規定していこうというアイデアだ。

審査では、上位 2 作品のほかに残したいという作品
の推薦がなかったことから、この 2 作品を対象とした
二次投票で最優秀の築理会賞を決めることにした。こ
の 2 作品については、「建築をつくるということについ
て 2 人に可能性を感じた。村松さんの方が完成度は高
いと思う」と川辺氏が述べれば、佐野氏は「菊原君の
案は、原宿のコンテクストをうまく読み込み、身体の
スケールに落とし込んでいる」と援護した。

無記名の二次投票は、最後まで互角の戦いとなった。
1 票ずつ開票して 3 対 3 で迎えた最終票は、村松さん
への 1 票。大きな拍手とともに村松さんの築理会賞が
決定した。村松さんの作品は、通学路のスロープをど
うつくるかに目的を絞っている。こどもが生き生きと
スロープを歩く CG と、スロープを強調した模型は、
プレゼンテーションにおいて秀逸。見事にコンセプト
を言い表していた。　　　　　　（森 清＝会報委員会）

平成 21 年度（2009 年度）の工学部第一部建築学科
4 年生の卒業制作を対象とした築理会賞の審査が 2 月
26 日、理科大九段校舎で行われた。同学科の OB が審
査員となり、卒業制作の中から最も優れた作品を選ぶ
試みも今年で 2 回目となる。対象は、教員の採点によっ
て選ばれた上位 12 人の学生だ。

この日は、審査に先立って卒業制作講評会が開催さ
れた。一人当たり 5 分の持ち時間で学生がプレゼンテー
ションし、教員や OB の審査員、ゲストとして加わっ
た非常勤講師などが次々と質問するとともに講評を述
べる。築理会からは石神一郎会長（1970 年卒）のほか、
林孝夫副会長（69 年卒）、同学科の元助手である大岩
昭之氏（68 年卒）、そして会報委員であり、この記事
の筆者である森清（85 年卒）が参加した。

OB として審査に当たったのは、実務で建築設計を
手掛けている 7 人。昨年より 2 人増えた格好だ。審査
委員長を石橋利彦氏（石橋徳川建築設計所、以下卒業
年次は下の表を参照）が務めた。そのほかは、佐野吉
彦氏（安井建築設計事務所）、真鍋喜嗣氏（山下設計）、
上條美枝氏（リングアーキテクツ）、佐藤勉氏（佐藤勉
建築設計事務所）、川辺直哉氏（川辺直哉建築設計事務
所）、木内俊彦氏（東京大学）という顔ぶれだ。

時間に限りがあることから、一次投票では各人が優
れていると評価した作品を二つに絞って票を投じるこ
とから始めた。下の表のように結果として２作品に票
が集中した。菊原啓二君による「displaced roof」と村
松秀美さんによる「都内の小学生に通学路を」だ。

前者は、東京・原宿の裏まったエリア、いわゆる裏
原宿の地形に合わせるように屋根を連続させて、屋根
の厚みの中に機能を収めていこうというアイデア。屋
根の形を象徴的に見せている。後者は、銀座に建つビ
ルのファサードを集めたうえで、周囲をスロープで取
り囲み、小学校の通学路にあてようというプラン。通

●二次投票の結果

●一次投票の結果
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築理会賞の受賞が決定
後、作品を前に喜びの
言葉を述べる村松秀美
さん。背後の黒板から
は拮抗した二次投票の
結果がうかがえる

審 査 委 員 の 7 人 は 最
前 列 に 並 ん だ。 奥 の
背広姿が審査委員長
を務めた石橋利彦氏。
手前には築理会の石
神一郎会長の姿も見
える

最 後 に 残 っ た 2 作 品
に つ い て コ メ ン ト す
る 審 査 員 の 川 辺 直 哉
氏。テーブル上の手前
が、村松秀美さんによ
る「都内の小学生に通
学路を」、奥が菊原啓
二君による「displaced 
roof」

審 査 会 場 の 風 景。 卒
業制作講評会に選ば
れ た 12 人 に 限 ら ず、
多くの学生が会場に
詰 め 掛 け た。 非 常 勤
講師を務める理工学
部出身の OB などもゲ
ストとして参加した

懇親会の様子。審査の盛り上が
りのまま、ほぼ全員が参加

二次投票に進んだ 2 作品以外で票が入ったのは 4 作品。左上が伊藤
孝仁君による「中央線パラドクス」で、右上が太田翔君の「凹凸に
暮らす」。左下が佐々木潤一君の「ひらいた、『奥』」で、右下が隈太
一君の「Sealed －多国籍な市場－」

築理会賞を射止めた村松さんも
談笑

全員の卒業制作の採点結果も発
表され、学生たちも見入る
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りぼん制作。四年目で考える事
りぼん編集委員会代表　城市　滋

「りぼん」とは東京理科大学工学部建築学科の年間活
動をまとめた作品集です。今年で創刊４年目とまだま
だ歴史は浅いですが、私は今年度の編集委員会の代表
を務めさせていただきました。当初はⅠ部建築学科の

卒業制作集と
して創刊しま
したが、現在
では設計演習
や課外活動等
にまで内容を
拡大していま
す。「りぼん」
制作を通じ、
私たち編集委

員会が代々考えていた事が２つあります。１つは、学
生の建築に対する意識・意欲を向上させる事。そして
もう１つは、広く社会に理科大建築学科の活動を理解
していただく事です。これらを軸とし、毎年有志の学
生（修士１年を中心）自ら編集・制作を行っています。

私は今年、編集委員会代表を受け継ぐ際に、２つの
事をマニフェストとして掲げました。それは、本のコ
ンセプトの明確化と資金面の再構成です。要はこの本
が何で、どうやって作るのかを問いただすだけです。
まず、コンセプトを考える上で、建築界の一般論にま

で考えを広げ
てみました。
建築の本を開
けば、よく難
しい話が難し
く語られてい
ます。むしろ
難しく語って
いる事を良し
とする習慣す

らあり、そこには専
門用語ばかりが羅列
されています。そん
な様では一般の方に
建築界の活動が認知
される以前に、興味
すら抱いてもらえま
せん。社会のための
建築が、日々社会から遠い存在になっています。しかし、
そうなっては絶対にいけない。その考えは、私達、編
集委員会の中では確たる信念として位置づけられまし
た。そうして導きだした「りぼん０９」のコンセプトは、

「わかりやすい、読みやすい」です。出来るだけ専門用
語は使わず、丁寧かつ見やすくする事に終始しました。
一般の方に理解してもらい、初めて「りぼん」を制作
した意味が果たせたと言えると思います。

次に制作に
あたっての資
金面です。従
来 は 色 ん な
方々のご好意
で、資金は多
方面から頂け
ていました。
それは裏を返
せば、多方面

からの制約が増える事を意味します。時にその制約が
「りぼん」制作の意味を、違う所へ向かわせる事もあ
ります。そこで、もう一度「りぼん」制作の意味を問
いただし、出来るだけ制作の主旨を大切にする事にし
ました。主旨とは、多くの方の手に取ってもらう事で
す。そこで支援を、頂きたいギリギリまで抑え、制作
費はできるだけ売上金でカバーする様にしました。結
果、売上金の比重が重くなり、自分たちの売り切る責
任も大きくなってしまいます。しかし、そうして初め
て学生としてではない、社会人としての私達の行動・
責任が問われ
ます。そんな
思い切った行
動もあり、今
でも販売活動
を行っており
ま す（ 笑 ）。
制作時は不安
でいっぱいで
したが、今と
なっては私達の行動に対し、色んな方々が応援の声を
かけてくださいます。大胆な方針転換でしたが、今で
は決意した事に対し、満足感と達成感でいっぱいです。
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建築学科は金町 “葛飾キャンパス” に移転か
大岩　昭之（Ⅰ部 1968 年卒）

今から 4 年前（2006 年）の築理会総会・懇親会のテー
マは「さようなら 7 号館・9 号館」であった。神楽坂
校舎再構築にともない 7 号館、9 号館も取り壊されて
新しく建て替えられるので見納めになるから、懐かし
い校舎を見ておきましょうとの趣旨であった。

ところがそれから 4 年、7 号館、9 号館は取り壊さ
れるどころか、不死鳥のように、すっかりお化粧して
よみがえったのである。大学当局の発表によると “神
楽坂キャンパスでは校舎狭隘問題を緩和するため神楽
坂校舎 2 ･ 3 ･ 7 ･ 9 号館の耐震補強及び改修工事を進
めています。・・・今年 4 月から使用開始になる予定で
す。・・・なお使用するのは理学部第一部・第二部の全
学科及び工学部第一部・第二部の経営工学部、工学部
第二部の電気工学科です。”

神楽坂校舎は見違えるようになっている。7 号館の懐
かしい ? 浴室のような外装タイルは、すっかりなくな
り白い外壁、そして 9 号館と統一した連続窓。また、9
号館もどこが玄関かわからなかったのが、リニューア
ル後は外堀通りに面して正面玄関が大きく開いている。
広くはないが通りに面しても空地を設け、木も植えら
れている。外堀通りからのイメージは大きく変わった。

ところで、神楽坂再構築はどうなったのだろうか。
築理会報（2005 年春号）にも “2006 年 10 月着工、
2009 年 3 月竣工” として完成イメージパースを載せて
いた。その後のことは、多少は報道もされているので、
ご存じかとは思うが、神楽坂では計画されていたよう
なプランでは難しくなった。

新宿区が高さ制限の規制をかけたことにもよるよう
だが、初めから計画に無理があったのではないだろう
か。いろいろと区や地元とも折衝はしたようだが、結
局は神楽坂通りの理窓会などが入る一部の施設（こち
らは来春完成）を除いては、計画は頓挫してしまった
ようである。それで、浮かび上がったのが金町移転計
画。こちらの方は、大学当局は計画を粛々と進めている。
発表によれば “東京理科大学は、神楽坂校舎狭隘問題
を抜本的に解決するために、平成 25 年 4 月、東京都
葛飾区に新たに「葛飾キャンパス」を開設します。葛
飾キャンパスに移設する学科は・・・” 予定地は 3ha、
4,000 人 程
度 の 規 模、
ここに工学
部 第 一 部・
二部建築学
科も入って
い る。 葛 飾
区は受け入
れを決定し
て い る。 葛

飾 区 と し て
は 理 科 大 が
来 る こ と は
望 ん で い る
ことだろう。
し か し、 学
内 で は も ろ
手 を 挙 げ て
計 画 に 賛 成
し て い る わ
けではない。
昨 年 の 暮、
工 学 部 第 一
部 教 授 総 会
名 で 金 町 移
転 計 画 反 対
表 明 が 出 さ
れ た。 こ れ
からどうなるのか。

たしかに神楽坂は狭い、しかし、ここで出来るよう
に計画を進めてきた理事会側の責任は責められるだろ
う。数年にわたって集めてきた募金も神楽坂地区再構
築事業の名目で集めてきたのである。金町に移った場
合、特に二部は影響を受けるのではないだろうか。と
ころで、予定地はどんなところだろう。

JR常磐線・地下鉄千代田線「金町」下車、商店街を通り、
葛飾区金町地区センター、イトーヨーカドーを過ぎる
とすぐのところ、駅から 7 分ぐらいだろうか。思って
いたよりは近い、そしてそこには、広い更地が広がっ
ていた。現在は地区再開発事業の道路整備もほぼ終了
している。ここは三菱製紙中川工場の跡地、全体とし
ては 17ha の敷地、その一部、岩槻街道に面した駅に
近い街区、A 街区が理科大の予定地である。この地域、
全体が開発されれば大きく変わるだろう。

たしかにここは広い、神楽坂とは比較にならないだ
ろう。便利さの神楽坂か、少し離れるが、ゆったりと
した金町か。離れるといっても地下鉄千代田線だと金
町、新御茶ノ水間は約 26 分、ちょっと模型の材料を買
いに行くにもそれほど不便ではないかもしれない。た
だ神楽坂の卒業生としては、感情的には、やはり神楽
坂から離れるのは寂しい気はする。それに新宿区から
離れると理科大のイメージダウンに繋がるかもしれな
い。しかし、大学の校舎はあまり高層にはなじまない
だろうし、それに、神楽坂の敷地の狭さはいかんとも
し難い。やはり、ここで新たな飛躍をめざすべきなの
だろうか。

ところで、今度の予定地の住所も葛飾区新宿六丁目
である。もっとも「しんじゅく」とは読まずに「にいじゅ
く」と読むそうである。

岩槻街道より見た理科大学予定地

リニューアルされた７号館・９号館



� はみだしチクリ　銀座「サバティーニ・ディ・フィレンツェ」素晴らしい料理と共に気持ちのよいサービス、名店というのはこういうお店を言うのだと思います。

築理会総会・懇親会での講演に際して
　　　　　　　　「フィンランド　光の空間」

小泉　隆（Ⅰ部 1987 年卒）
九州産業大学工学部住居・インテリア設計学科　教授
1987 年３月鈴木信宏研究室を卒業後、修士課程に進み、

そのまま鈴木研究室にて 10 年間助手を勤めさせて頂いた後、
九州産業大学工学部建築学科の職に就いてから今年で 12 年
目になります。この４月からは新設された住居・インテリア
設計学科に移り、教育、研究、設計活動を行っています。卒
業研究にて鈴木信宏先生より、建築における自然光デザイン
の重要性を教えて頂いてから、大学院、助手時代そして現在
まで自然光デザインに着目した研究や設計を行っています。
鈴木先生には生涯のテーマを与えて頂いて大変感謝しており
ます。そんな事で旅に出ると光の美しい空間を求めて彷徨う
ことがライフワークになっていますが、2006 年度にフィン
ランド・ヘルシンキ工科大学建築学科に訪問研究員として
９ヶ月滞在する機会を得た際に、光の美しい建築をたくさん
見て回り撮影しました。そしてそれらをまとめたものを『フィ
ンランド　光の旅』（プチグラパブリッシング）として 2009
年 8 月に刊行する事ができました。この度、その本の内容を
次回５月の築理会総会・懇親会にて話をさせて頂く事になり、
それゆえこの原稿を書かせて頂いている次第です。

フィンランドは、北緯 60 度から 70 度、北は北極圏にまで
細長く広がり、白夜、カーモス（極夜）、オーロラに代表さ
れる特徴的な光環境をもつ風土ですが、雪景色の広がる平原、
森の光と色彩、静かな湖に映り込む光、薄明時の空の色など、
魅力的な光の情景が多く、冬には氷や雪を利用した光の美し
いイベントも行われます。高緯度のために太陽高度は低く弱
い光が支配的であり、低い高度による光は、物の立体感や奥
行き感を際立たせ、建築空間はもとより日常の都市空間にお
いても、劇的な光景として感じる事が多々あります。そして
そのような風土にあるからか、アルヴァル・アールトやユハ・
レイヴィスカの建築作品に見られるように、自然光の美しい
空間がたくさんあります。本書は、ヘルシンキから北極圏の
ラップランド地方までフィンランド全土を対象に、自然光の
美しい空間を求めて各地を訪れ、その空間固有の美しい瞬間
を捉えた写真を主として紹介するものです。取り上げている
事例は、近代および現代の建築を中心に、前近代のクラシカ

ルな建築、古い教会・
民家・サウナなどの伝
統的建築、そして氷と
雪 の イ ベ ン ト、 キ ャ
ンドルライトとイルミ
ネーションなどです。
調査撮影中、フィンラ
ンドの人々の生活に、
この風土が深く染み付
いていること、そして
皆、自国の風土や文化、
建築、デザインなどに
愛と誇りをもって、ゆっくり流れる時間の中で生活している
ことにあらためて感動し、そして羨ましくも感じました。そ
のような私が持ったフィンランド感みたいなものも、この本
から感じていただければとも思っています。

以上、本の内容を少し紹介させて頂きましたが、この本が
出版出来た事をきっかけに、それ以降、写真を主たる手段と
した調査などを行う機会が増えました。その中のひとつで、
宇都宮にある大谷資料館を中心とした大谷石採石場の本を５
月に出版できる運びとなりました。『大谷採石場　不思議な
地下空間』（随想舍）。Ⅰ - 29 期鈴木研卒の山田高広さん（山
田建設株式会社）と栃木県那須烏山市の活性化プロジェクト
に関わっている時に、ふとした縁からこの企画が持ち上がり、
昨年度、福岡から宇都宮に何度も通い撮影したものです。建
築ではありませんが、採石した後の残余の空間として、石の

素材感や光がものすご
い迫力でせまる空間
は、建築の創造に対し
ても多くの刺激を与え
てくれると思います。
こちらもご興味のある
方はご覧頂ければ幸い
です。

小泉隆　写真・著『フィンランド　光の旅』
（プチグラパブリッシング、2009 年 8 月）

小泉隆　写真・著『大谷採石場　不思議な地下空間』
（随想舍、2010 年 5 月刊行予定）



�はみだしチクリ　ヨドバシ Akiba「黒長兵衛」気の利いた食べ物、日本各地の酒なども旨く、いつ行っても飲み過ぎてしまいます。渋谷、羽田、大阪にもあるようです。

築理会第２回新年会盛大に開催！
椿　康子（Ⅰ部 1970 年卒）

平成 22 年 1 月 20 日、神楽坂理窓会館で、第２回新
年会が開催されました。Ⅰ部、Ⅱ部合わせて 70 名超の
同窓が参加し、1 年ぶりの再会を楽しみました。林副
会長の開会宣言で始まり、石神会長の挨拶、森本顧問（前
会長）の祝辞がありました。

森本顧問は築理会の役割、今後の発展について語ら
れ、石神会長から昨年度の築理会活動状況や、築理会
員が運営に全面的に協力した神楽坂キャンパスでの
ホームカミングデイが盛況であったこと等のお話があ
りました。

昭和 41 年工学部建築学科の卒業生が輩出してから、
今年で 43 年となり、卒業生は 6000 人を超える規模と
なりました。建築業界で広く卒業生ネットワークが広
がっており、より一層 OB 間の交流が不可欠の時代と
なってきました。その中心の役割を担っている築理会
メンバーによる「新年会」に、このように多くの会員
が参加し、談笑している姿を見るにつけ、築理会ネッ
トワークの大切さを改めて実感します。また、今後も
ますます充実していくことが求められていると思いま
す。　

今年も、大先輩のⅠ期から、若手の 36 期まで幅広く
参加いただき、年齢を超えた交流会となりました。

若手同窓のエネギシュパワー、業界で大活躍のウー
マンパワーが、昨年にも増しており、ネットワークの
輪が拡がりを見せていることを、ひしひしと感じた会
でした。

来年もまたお元気な顔で新年会にご参集いただき、
同窓どうしで「友呼び」を行なっていただき、同窓ネッ
トワークを更に大きく広げていきましょう！

会費等の納入状況（報告）
運営安定化委員会　乙丸　勝範（Ⅰ部 1971 年卒）

昨年春の築理会報で会員の皆様に会費納入の実態を
説明し、築理会の運営・活動を安定的かつ継続的に続
けていくため「運営安定化委員会」を設置したことを
紹介しました。

この一年間、上記委員会メンバーを中心に納入率向
上のため

①会費納入のお願い
②終身会員への加入依頼
③主要会社卒業生への依頼
④振込用紙の改善等の活動
を実施してきたところです。
今般、平成 21 年の納入状況が整理できましたので平

成 20 年との比較で下表の通り報告します。

ご覧になれば一目瞭然。会員の皆様の絶大なご協力
により平成 20 年と比べて約 34％の増加となりました。
特に新卒会員の納入が向上したのは、築理会賞の授与・
リボン発行への支援及びＯＢと現役学生との語る会を
通してＯＢと現役学生との交流が効果を発揮したので
はないかと思われます。

また、昨年は、寄付金のお願いも合わせて行ったの
ですが、19 名のＯＢから 69500 円もの寄付が集まり
運営安定化委員会として大いに感謝しているところで
す。しかし、Ⅰ・Ⅱ部の卒業生総数は 6000 人を超え
る規模となっていますので納入率は 5％程度なのです。
築理会活動をさらに活性化させるために、今年も昨年
以上に運営安定化委員会の活動等を通して会費納入の
向上に努めてまいりたいと思っていますので、昨年同
様、いや昨年以上のご協力をお願いします。

一般 新卒 終身 計
232 3 14 249

一般 新卒 終身 計 寄付金
306 12 17 335 69500

平成20年

平成21年
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平成 22年会費納入のお願い
現在、平成 22 年度の会費の納入をお願いしており

ます。同封の振込用紙にて、お振り込み下さい。
今後のさらなる築理会発展のため、多くの方のご協

力をお願いします。
　年会費　　3,500 円
　加入者名　築理会
　口座番号　郵便局　00110 ー 5 ー 171952
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｢ 編集後記 ｣
日本経済新聞の産業天気図によれば建設・住宅分野は相変わらず

雨模様。しかし、雨雲の向こうに環境、海外、改築といった新たな
光も差してきました。こんなときこそ同窓のつながりを生かして旬
の情報を交換したいもの。5 月 22 日の築理会総会・懇親会はよい機
会になるのではないかと思います。

（安達功 adachi@nikkeibp.co.jp）

築理会名簿データベース確認のお願い
皆様に置かれましては、日頃から築理会活動にご支援ご協

力を頂き感謝いたしております。お陰さまで、今年度の工
学部Ⅰ部Ⅱ部建築学科の卒業生と大学院修了生を合わせて
6500 名となりました。Ⅰ部の方は 45 期ですし、Ⅱ部は 31
期になります。卒業生が社会にでて仕事をしていくときに、
卒業生同士のつながりや情報交換が大切であるってことを痛
感されると思います。そこで、卒業生が、一致協力していけ
るように築理会という同窓会を組織しております。

築理会は「築理会報の発行、総会・懇親会、新年会の開催、
卒業生名簿の会員への配布、ホームページの開設、築理会賞
の表彰、りぼん発行の支援等」の活動を行っておりますこと
は皆様ご存知の通りです。

また、2 年後には工学部建築学科開設 50 周年なります。建
築学科では 50 周年記念事業を企画していると聞いておりま
す。この記念事業を推進していくにあたっては皆様にご協力
をお願いすることになると思います。また、卒業生としてお
おいに盛り上げていただきたいと思います。

皆様の手元に会報等の印刷物を届けるためには皆様の住所
等の個人情報が必要ですが、実際には転勤等で住所が移動に
なったりして印刷物の届かない人が増加しております。また、
名簿を発行しておりますが、個人情報の取扱には慎重を期し
ています。このたび、それを踏まえて、築理会名簿データベー
ス確認を行うと共に皆様の個人情報に関する各項目の意志確
認をいたします。名簿に掲載を望まない項目のある方はその
項目を掲載しない取扱といたします。また、個人情報の利用
については、会報の送付等の具体的な利用を定めております
のでそれ以外の利用はいたしません。詳しくは皆様に送付さ
れる「築理会名簿データベース確認」をご覧になってくださ
い。この確認業務が円滑に進むよう皆様のご協力をお願いい
たします。　　　　　　　　　　　( 築理会会長　石神一郎 )

築理会賞受賞おめでとう
築理会では築理会賞を設け、毎年一部・二部建築学科
卒業生の中から、それぞれ学業成績優秀な学生と優れ
た卒業設計をした学生を表彰している。３月１９日に
授賞式が行われ石神会長が築理会を代表して賞状と副
賞を手渡した。2009年度の受賞者は以下の４人だった。

・本年度学業成績が優秀
東京理科大学工学部第Ⅰ部
建築学科　長谷川　由葵

・本年度卒業制作が優秀
東京理科大学工学部第Ⅰ部
建築学科　村松　秀美

「都内の小学校に通学路を」
　テーマを銀座に計画
ユニークな発想が評価された

・本年度卒業制作が優秀
東京理科大学工学部第Ⅱ部建築学科　立岩　宏章
新宿歌舞伎町に都市型刑務所を計画
独創的な発想に興味が惹かれる

・本年度学業成績が優秀
東京理科大学工学部第Ⅱ部建築学科　清水　つくし


